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　本校では、学校の教育目標のもと、学校の研究部という
組織を核に「豊かな心と確かな学力 ～自ら考え、伝え合
う力の育成(国語科)～」という研究主題を設定し、日々の
授業もその研究主題に沿って研究活動を進めています。
　日々の授業を充実させるためにクラス・学年の子どもた
ちの学習の様子や行動の実態を把握し、その上でどんな授
業をしていけば子どもたちの力になるのかを研究し、毎日
授業に取り組んでいます。
　そして、その検証や教員自身の指導力向上のために各学
年が年に1回ずつ計6回の「研究授業」を行います。
①その授業でどんな力をつけようとするのか（目標やねらい）
②今の子どもたちの現状や実態はどうなのか（児童観）
③その子どもたちにどんな教材を与え、その教材にはどん
な教えるべき内容があるのか（教材観）
④それをどのような方法で教えるのか（指導観）
⑤こんな発問（学習内容に関わる子どもたちへの問い・質
問）をすれば、子どもたちはどんな表現（意見・発言・手
を挙げる・難しすぎるなど）をするのか
⑥どの場面で一人で（グループで）考える・発表するか
⑦黒板に書く内容（板書）をどうするか、それは適切だったか
　このようなことを常に考え、授業に臨んでいます。特に
「研究授業」では、これらのことを全教職員で授業観察し、
授業後の研究討議会で意見を出し合い検証し研究を深め
ています。そのため、全教職員が研究授業や研究協議会に
参加できるように、本校では「研究授業」の日、当該学年
は5時間目に研究授業を行い、それ以外の学年は午後から
下校します。
　このような機会に教員自
らの授業・指導のあり方を
振り返り、日々の授業がよ
りよいものになるように、
めざすべき授業の構築に向
けて研究しています。

　上之郷小学校では、平成30年度から大阪府の「確かな
学びを育む学校づくり推進事業（TM事業）」の研究指定
を受け、新しい時代に必要となる資質・能力を育成する取
組、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業につい
ての研究を進めています。
　「文章を正確に読み取る力」「自分の考えをまとめる力」
「説明する力」の3つの力を高めることを目標とし、その
ためにすべてのクラスで、授業の中で「めあて・まとめ・
ふりかえり」の時間を確保するとともに、子どもたちに3
つの力を意識させるために、その中から1つを1時間の授
業の中でつけたい力として示しています。また、自分の考
えをノートにまとめ、ペア・グループ学習の時には自分の
ことばで相手に伝え、深め合う機会を作るなど、子ども
たちが主体的・意欲的に取り組める授業となるよう実践・
研究しています。
　さらに、大阪府が学力やコミュニケーション力の基礎と
なる言葉の力を子どもたちが確実に身につけられるよう
作成した教材「ことばのちから」を朝の学習の時間や国語
の時間に活用しています。
　上之郷小学校は、学校教育目標「豊かな心とたくましい
体を育み、主体的に学び判断し実践できる子どもの育成」
のため、今後とも全教職員で取り組んでまいります。
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本校の研究活動「研究授業って？」
～中央小学校～

確かな学びを育む学校づくり
～上之郷小学校～
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